
令和元年度 職員初動訓練
●前日訓練：R元．６．６（木）13:30～15:30
●当日訓練：R元．６．７（金）13:30～15:30

危機管理部 危機管理課



“発災初期の『避難所応援班』運用の参考”について

《本“参考”作成の背景》

平成３０年の７月豪雨時には、業務継続しつつ災害対応する場合、“市内全域に避難勧告を出すような災

害発生時では避難所班・緊急支援隊だけでは避難所の開設が間に合わない！”という事態が生起したため、

令和元年度の職員初動訓練では、『発災初期の避難所開設時に、避難所班・緊急支援隊以外に他対策部（文

教・経済観光・農林水産部：復興期繁忙部局）から避難所応援班を捻出して避難所に派遣する体制』を実動

確認して検証することを主目的とした職員初動訓練を行うこととしました。

本“参考”は、上記の『避難所応援班』を派遣する場合の実施手順及び着意事項を写真等を活用して解説し

発災初期の迅速かつ的確な災害応急対策の活動体制確立の一助にしていただくものです。

《本“参考”の掲載場所》

＊「庁内ライブラリ」＞「危機管理課」＞「●防災等の参考資料」のフォルダ内

《本“参考”使用上の注意》

※記載の内容は、あくまでも一例（参考）を示したものであり、各部局内での“更なる考察と創意工夫による充実・発展”を促す

ための資料として活用されたい。

【目 次】（※スライド番号は、各スライドの左上部の番号です。）

１ ❶令和元年度 職員初動訓練実施計画 …スライド １～ ７

２ ❷検証員による活動記録・報告 …スライド ８～２７

３ ❸初動対処要領の流れについて …スライド ２８
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令和元年度 鳥取市職員初動訓練実施計画

《目 的》 毎年、市内でも台風等による風水害・土砂災害などが発生する中、定期人事異動・組織改編により本市の体制が変更

されたことを踏まえ、前日訓練で災害情報収集整理要領の確認、避難所の開設と避難所への物資運送、緊急支援隊などの派遣
を実動で行い、当日訓練で避難勧告発令手順の確認と前日訓練の本部長への検証員報告を実施することにより、初動対処が適
切に行えるかを検証する。

(１)日時・場所（※通常業務への影響軽減のため、１日の訓練所要時間を2hに限定）

【前日訓練】令和元年６月６日(木)13:30～15:30 本庁舎危機管理課・4F-3会議室、河原支所、気高支所

【当日訓練】令和元年６月７日(金)13:30～15:30 本庁舎4F-2会議室(災害対策本部)

（２）想 定

台風接近に伴い県内全域に大雨警報発表。市域（鳥取、河原、気高）で風水害・土砂災害発生の恐れがあり、本市は、災

害対策本部(本庁舎４階第２会議室)を立ち上げ対処する。

(３)新規検証事項

【問題点】業務継続しつつ災害対応する場合、市内全域に避難勧告を出すような災害発生時では避難所班・緊急支援隊だけで

は避難所の開設が間に合わない！

《検 証》避難所班・緊急支援隊以外に、他対策部（文教・経済観光・農林水産）から避難所応援班を捻出して避難所に派遣

する実動確認を行う。

(４)訓練実施項目

【前日訓練】

①災害情報収集整理：情報連絡班(危機管理課室で「災害情報管理システム」を操作体験)

②避難所の開設運営：避難所班(検証員含む。),避難行動要支援者対策班,保健救護班,輸送班,調達配給班,河原支所,気高支所

③避難所開設の応援：緊急支援隊(検証員:総合支所対策班),避難所応援班(文教・経済観光・農林水産 部:各部は応援班要員

２～３名派遣)

【当日訓練】

①災害対策本部会議：本部員(本部員計画による職員含む。)

②避難勧告発表手順：本部員,統括班(勧告案文作成),広報班(資料提供文書作成)

③前日訓練状況報告：本部員,各検証員(本部長に映像報告)

（５）服 装：防災服（市長・副市長、危機管理部）,左記以外はふさわしい服装
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訓練参加編成

統
括
部
長

統括班

●班長

●情報連絡班のｼｽﾃﾑ操作教官

●関係各班との連絡調整要員

情報連絡班 ●班長 ●班長計画による職員

調達配給班 ●班長 ●班長計画による職員

輸送班 ●班長 ●班長計画による職員

避難所班・避難行
動要支援者対策
班・保健救護班

●班長 ●派遣各対策班要員
●同行検証員：避難所班

文教部 ●避難所応援班(【鳥取】2～3名程度)

総合支所
対策班

●班長

●緊急支援隊 同行検証員
(河原・気高)

●支所、緊急支援隊、避難所
応援班との連絡調整要員

河原町総合支所 ●支所長 ●支所長計画による職員

気高町総合支所 ●支所長 ●支所長計画による職員

緊急支援隊
(河原・気高)

「緊急支援隊員名簿」を基準に調整

経済観光部 ●避難所応援班(【河原】2～3名程度)

農林水産部 ●避難所応援班(【気高】2～3名程度)
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【前日訓練(一般職員の実動訓練)】

災
害
対
策
本
部
長

各対策部

●本部員
●本部員計画による職員
●統括班
●広報班
※本部員報告～避難勧告発令手順の
確認～勧告案文作成～避難勧告の
「資料提供」文書の作成 まで実施

検証員
（本部長報告）

●派遣避難所班(鳥取)同行検証員
〈避難所班〉

●緊急支援隊(河原・気高)同行検証員
〈総合支所対策班〉

【当日訓練(本部員等訓練)】



《時間計画》

8:30  大雨警報(警戒配備)

11:00  土砂災害警戒情報 → 参集メール『本日13:30職員初動訓練（前日訓練：一般職員の実動訓練）を開始します。』

13:30  【訓練開始（新着情報）】『 「鳥取地域、河原・気高地域に避難勧告を発令、避難所開設にあたる人員が不足するため避難所

班及び河原・気高支所に避難所応援班要員（鳥取地域、河原・気高地域）と緊急支援隊（河原・気高地域）を派遣し

て避難所を開設するとともに、各避難所には物資を輸送班と対策支部により運送する。また、住民情報によると、鳥取

地域の避難所には避難行動要支援者と体調不良者も避難を準備中とのことなので、避難行動要支援者対策班・保健救

護班も併せて派遣する。」を決定しましたので準備に着手してください。』

（※統括班は情報連絡班・避難所班・調達配給班・輸送班・避難行動要支援者対策班・保健救護班に電話連絡(調整)するとともに

「文教部・経済観光部・農林水産部に避難所応援班の差出調整」を行う。総合支所対策班は支所・緊急支援隊と電話調整を行う。

各検証員は避難所班・緊急支援隊への同行を準備する。）

13:50  避難所班・避難行動要支援者対策班・保健救護班・緊急支援隊・避難所応援班は、避難所・各支所へ出発（実動）

（※各検証員(避難所班・総合支所対策班)は派遣避難所班・緊急支援隊に同行し、各避難所で活動する対策班・対策支部の行動を記

録（鳥取地域、河原・気高地域の各避難所へ前進）

14:00  輸送班は、鳥取地域の避難所へ物資運送開始（実動）

14:05,14:20頃 各対策班難所班・緊急支援隊・避難所応援班現地到着 → 避難所開設運営 → 物資受領・搬入 → 各検証員による

記録 → 避難所撤収 → 14:30,15:20頃 帰庁 【訓練終了（新着情報）】

（※各検証員は、当日訓練時の本部長への報告(映像含む)を準備）

《検証要領》

●〈情報連絡班の行動〉

災害情報収集整理要領の確認→統括班職員の指導のもと『災害情報管理システム』を操作体験(各対策班の報告電話等を活用)

●〈避難所班・避難行動要支援者対策班・保健救護班・避難所応援班の行動〉

避難所班の班長等が派遣避難所班に同行、避難所の開設運営状況のほか、避難行動要支援者対策班・保健救護班・避難所

応援班の活動状況についてデジカメ等による撮影・記録を行い、当日訓練時に本部長に映像報告

●〈緊急支援隊・避難所班応援班・対策支部の行動〉

総合支所対策班の班長等が緊急支援隊に同行、緊急支援隊・避難所応援班・対策支部の活動状況についてデジカメ等により

撮影・記録し、当日訓練時にそれぞれ本部長に報告

4 前日訓練（一般職員の実動訓練：検証員による確認・記録）



実動訓練(避難所開設、緊急支援隊・避難所応援班派遣、物資運送)の実施要領

区 分 実 施 内 容 備 考

鳥
取
地
区

【美保南】 避難所班、
避難行動要支援者対策班、
保健救護班

【避難所班】訓練統裁上、現地避難所を『本庁舎４F第３会議室』とし、『本庁舎４F第３会議
室』に避難所を開設→避難行動要支援者・体調不良者対応の準備→物資を受領

編成は各対策班の計画

【検証員】避難所班の班長等(１名)が、美保南避難所派遣避難所班要員に同行→「避難所開設、
避難行動要支援者・体調不良者対応準備、物資受領状況」を記録(ﾃﾞｼﾞｶﾒ撮影)→当日訓練時に本
部長に映像報告(不十分事項・対策等)

検証員は、避難所班・
避難行動要支援者対策
班・保健救護班×各１

【輸送班】 駅南庁舎で積載→避難所(『本庁舎４F第３会議室』)へ運送・運搬→美保南避難所班に受渡し 編成は輸送班の計画

【調達配給班】
運送車両の到着・発車時の誘導、物資(毛布×50枚、水500ml×48本)の搬出・輸送車両への積載、
対策本部への報告

毛 布：10枚/１梱包
水500ml：24本/１箱

避難所応援班(鳥取)
【文教部】

【文教部】美保南避難所班の応援で、美保南避難所班に合流（２～３名）、協同で避難所を開設運営 編成は文教部の計画

緊
急
支
援
隊
等

河原支援隊

避難所応援班(河原)
【経済観光部】

【支援隊】総合支所に前進→対策支部で任務受領→対策支部福祉保健班の避難所開設を支援 統括班による支援隊及
び避難所班応援班(仮
称)の編成指示

↓
総合支所対策班と対策
支部間で支援隊・応援
班の派遣先・任務に関
する調整

↓
総合支所対策班による
支援隊分隊長・応援班
差出対策部への派遣
先・任務の伝達

↓
支援隊・応援班の支所
への前進

【検証員】総合支所対策班の班長等(１名)が支援隊に同行→「対策支部による支援隊・応援班への
任務付与状況及び対策支部による避難所開設運営状況」を記録(ﾃﾞｼﾞｶﾒ撮影)→当日訓練時に本部
長に映像報告(不十分事項・対策等)

【経済観光部】対策支部の応援で、河原支援隊に合流（２～３名）、協同で避難所を開設運営

気高支援隊

避難所応援班(気高)
【農林水産部】

【支援隊】総合支所に前進→対策支部で任務受領→対策支部福祉保健班の避難所開設を支援

【検証員】総合支所対策班の班長等(１名)が支援隊に同行→「対策支部による支援隊・応援班への
任務付与状況及び対策支部による避難所開設運営状況」を記録(ﾃﾞｼﾞｶﾒ撮影)→当日訓練時に本部
長に映像報告(不十分事項・対策等)

【農林水産部】対策支部の応援で、気高支援隊に合流（２～３名）、協同で避難所を開設運営

対
象
支
所

避難所の開設
訓練統裁上、現地避難所を『総合支所の会議室等』とし、対策支部福祉保健班の他、緊急支援
隊・避難所応援班の支援のもと避難所を開設→物資を受領

支援隊・応援班に関す
る調整は、総合支所対
策班と実施

物資輸送
対策支部備蓄倉庫で物資(毛布×50枚、水500ml×48本)の搬出・積載→避難所(『総合支所の会議
室等』)へ運送・運搬→避難所職員に受渡し→総合支所対策班への報告

毛 布：10枚/１梱包
水500ml：24本/１箱
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《時間計画》

8:30  大雨警報(警戒配備) 「台風接近に伴い8:30県内全域に大雨警報発表」→大路・塩見川:水防団待機水位

（※「会議資料」提出依頼：「各対策部・支部の状況を10:30までに統括班にﾒｰﾙ報告」を対策部・支部に依頼）

11:00  土砂災害警戒情報→ 参集メール 「本日13:30職員初動訓練（当日訓練：本部員等訓練）を開始します。本部員は、13:30

災害対策本部会議を開催しますので本庁舎４階第２会議室へ参集願います。」

13:30  【訓練開始】 災害対策本部会議開催

14:00 「大路川が、避難判断水位に」「河原町小倉地区、気高町勝見地区で土壌雨量指数が急上昇」

→避難勧告エリアの見積り・本部長協議（→避難勧告案文作成 →本部長決裁 →広報班へ決済文提供）

14:40   「鳥取（美保南・米里）、河原（小倉）・気高（勝見）に避難勧告を発令、河原・気高支所に緊急支援隊を派遣

各避難所には、避難所応援班を派遣するとともに、物資を輸送班と対策支部により運送する。」

を決定 → 【統括部】本部員へ伝達 → 【情報部】避難勧告の「資料提供」文書の作成・報告

14:45 検証員による前日訓練の報告①…【避難所班 検証員】 避難所の開設運営、各対策班・応援班の活動状況

14:55  検証員による前日訓練の報告②…【総合支所対策班 検証員(河原)】 緊急支援隊・応援班・対策支部の活動状況

15:05  検証員による前日訓練の報告③…【総合支所対策班 検証員(気高)】 緊急支援隊・応援班・対策支部の活動状況

15:15  本部長等講評(副本部長→本部長 の順） → 15:30 【訓練終了】

《災害対策本部会議》

●報告用データの提出：提出依頼（メール）受信後、会議資料データを10:30までに危機管理課に提出

●報告者 ：本部員（補助者の同行可）

《検証員の前日訓練報告》

●報告用データの持込：前日訓練で使用したデジカメ・PCとの接続ケーブルを持込み、映像報告を準備

●報告者 ：前日訓練に同行した検証員

●報告要領 ：提出した写真データを使用して本部長に報告（①鳥取地区の状況～②河原地区の状況～③気高地区の

状況 の順、各検証員１０分以内で報告）

6 当日訓練（本部員等の訓練）



No. 時刻 実施項目 付与先 【付与者】 手段 実 施 内 容 等 備 考

配
備
体
制
決
定

8:30
「大雨警報」
〈警戒本部 警戒配備〉

危機管理課 訓練統制
口頭
付与

「台風接近に伴い8:30県内全域に大雨警報発表」
→大路・塩見川:水防団待機水位
→「各対策部・支部の状況を10:30までに統括班にﾒｰﾙ報告」を対策部・支部に

依頼

危機管理
局長→市
長へ報告

10:30 対策部・支部の状況報告期限 各対策部 【統括班】
ﾒｰﾙ
依頼

11:00
「土砂災害警戒情報」
災害対策本部体制〈第３配備〉

本部員 危機管理課
参集
ﾒｰﾙ

「本日11:00の土砂災害警戒情報の発表をもって本市は、災害対策本部を設置
し、第３配備とする。ついては、13:30に第１回災害対策本部会議を本庁舎４階
第２会議室で行うので、本部員は参集されたい。」

参集ﾒｰﾙ
実配信

対
処
方
針
決
定

13:30 第１回災害対策本部会議開催 各対策部の【本部員】参加 フォーマットに基づき各対策部ごと報告→対処方針(活動の優先順など)の明示
本部員等
報告

14:00
～

14:40

❶河川水位等情報入手 統括班長 【統括班】
メモ
報告

「大路川:避難判断水位」「河原町小倉・気高町勝見地区で土壌雨量指数が急
上昇」

統括班長
による避
難対象範
囲と避難
所の見積
り→選定

❷避難勧告発令準備指示
統括班長
総合支所対策班

総務部長
福祉部長

【統括部長】
口頭
付与

『美保南・米里地区に避難勧告、小倉・勝見地区に避難勧告を発令』『避難の対
象とする範囲は？指定する避難場所はどこ？垂直避難も考慮して避難所を選
定せよ！』

❸避難所の開設・緊急支援隊
等の派遣及び物資運送の
指示

『鳥取・河原・気高地域に避難所を開設、河原・気高支所に緊急支援隊１コ分隊
ずつを派遣するとともに鳥取・河原・気高の各避難所に応援班を派遣、各避難
所には５０人分の毛布と水を輸送班・対策支部により運送せよ！』 統括部長

による案
文作成指
示→統括
班による
案文作成
→統括班
長による
本部長決
裁受け

14:40
～

14:45

❹-1 避難勧告発令(１)
「鳥取市美保南・米里地区」

統括班

広報班
【統括班長】

決裁
文書
伝達
↓

広報
班へ

【案文】→決裁受け
「６月７日14:40美保南・米里地区に避難を勧告します。大路川で避難判断水位
を超えました。河川の増水に注意してください。美保南小・米里小を避難所とし
ます。大路川で氾濫の恐れがあります。早めの避難をお願いします。」

❹-2 避難勧告発令(２)
「鳥取市河原・気高地区」

【案文】→決裁受け
「６月７日14:40河原町小倉・気高町勝見地区に避難を勧告します。〇〇(研究上
略)・浜村小学校を避難所とします。河原町小倉・気高町勝見地区の山間部で
土砂災害のおそれがあります。早めの避難をお願いします。」

❹-3避難勧告の「資料提供」
文書の作成→部長へ報告

情報部長 【広報班】
文書
報告

広報班による本部長決裁後の避難勧告文の「資料提供」文書の作成→情報部
長への報告

資料提供
文書の情
報部長に
よる確認

検
証
員
報
告
等

14:45
15:15

各検証員の本部長への報告
（各避難所の開設状況）

●各検証員による「前日訓練の状況、現地到着～避難所の開設～物資受領・搬入」までの活動活動状況を本部長に映
像報告（※ﾃﾞｼﾞｶﾒ→ＰＣ→ﾓﾆﾀｰ投影→検証員の説明）

各検証員
による映
像報告

15:15
15:30

講評(副本部長→本部長の順) 「対処方針の決定要領、実動訓練(緊急支援隊等の派遣・避難所の開設・物資運送）」などに関する講評
検証員報
告後実施

7
本部員等訓練(災害対策本部会議・避難勧告発表手順・検証員報告)の実施要領



◆避難所班・避難所応援班、避難行動要支援者対策班・保健救護班、

調達配給班・輸送班の活動

◆河原対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動

◆気高対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動
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避難所班・避難所応援班、避難行動要支援者対策班・保健救護班、
調達配給班・輸送班の活動 ①

❶避難所班と避難所応援班が合同で避難所開設運営の場合は、
避難所班要員から業務要領を指示すればよいが、❷避難所応
援班単独で避難所開設運営させる場合は、避難所班本部等で
事前教育が必要！（短時間で実施する創意工夫が重要！）

状況によっては、避難者の方が早く駆けつける場合
があり、時間短縮のため「案内表示」などは事前に作成
しておく着意が必要！

避難所施設の現地現物を活用し、避難者の利便性への
配慮が重要！（※避難生活の長期化に伴い内部施設の充実を図
ればよいので、当初はシンプルなものでも十分！）

避難所内の活動状況の他、避難者からの聞き取りによ
り掌握した避難所情報などは、必ず交代要員などにも
申し送れるよう、整理・記載しておく着意が必要！

避難所班と避難所応援班
との合同避難所開設

避難所開設作業

入り口付近の受付コーナー
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避難所班要員から避難所
応援範囲業務要領を指示

現地現物を活用した避難所内の
レイアウトづくり

部屋の角を利用した
更衣室等コーナー

避難所内の物資保管スペース

避難所内の救護所スペース

避難所における
状況把握板

避難所に関する活動記録の他、避難者の状況
などの記録も重要！



調達配給班は、物資を迅速・確実に運送（輸送班・運送
業者）するため❶運送先❷運送物資の種類・数量など
の張り紙処置等の着意が重要！

輸送班による物資の迅速な卸下、搬入作業

輸送班は、❶運送先❷運送物資の種類・数量❸避難所
搬入資材・要領などを事前に確認する着意が必要！

調達配給班による物資の種類・数量記載の張り紙処置
により、輸送班・運送業者と避難所班による迅速な
受領確認が可能！

調達配給班による物資搬出・輸
送の利便性を考慮した事前準備

輸送班の到着

輸送班による避難所内への物資の搬入 輸送班の搬入と避難所班による受領確認

10 避難所班・避難所応援班、避難行動要支援者対策班・保健救護班、
調達配給班・輸送班の活動 ②

運送先・内容品等
を明記した張り紙 避難所到着→積載物資の卸下作業

台車を活用した
積載物資の運搬 受領物資の種類・数量の確認



避難所班・避難所応援班による受領物資の確認・記録
と物別集積（食料・水・衣料品等区分）の状況

先着の避難所班から、対象者情報を入手する避難行
動要支援者対策班要員（※避難所班が開設運営作業で多
忙時は直接避難者から情報収集する着意も必要！）

先着の避難所班から、体調不良者情報を入手する保健
救護班要員（※避難所班が開設運営作業で多忙時は直接避
難者から情報収集する着意も必要！）

保健救護班から医療に係る技術的アドバイスを受ける避難
行動要支援者対策班要員（※保健救護班は複数避難所を巡
回するケースが多いため、保健救護班とコンタクトした場合は
積極的に技術的アドバイスを受ける着意が必要！）

避難所班による受領物
資の種類・数量の記録

避難行動要支援者対策班
避難所到着

保健救護班
避難所到着

避難行動要支援者対策班と
保健救護班との調整
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避難所班から情報収集する
避難行動要支援者対策班

避難所班・避難所応援班、避難行動要支援者対策班・保健救護班、
調達配給班・輸送班の活動 ③

物資の物別集積の
状況

避難所班から情報収集する
保健救護班

避難行動要支援者対策
について協議中



避難所の衛生環境維持について避難所班要員に技術的ア
ドバイスをする保健救護班（※①手指消毒による感染症予防
②熱中症予防③食中毒予防④感冒,インフルエンザ予防 など…）

中・長期避難生活の場合は、避難所の衛生環境の維持が
重要になり、感染症等対策で最も有効なのは手指消毒
であり、「手指消毒剤」の設置（備蓄）は極めて重要！

「季節に応じた健康管理資料」の掲示よる啓発活動は、
中・長期避難所生活においては重要！
（※避難所班での携行【検討】）

【検討】「感染症予防セット(手指消毒剤・マスク・デジタル
体温計等)」「IP無線」の保有と避難所班等への
交付ができる体制

避難所衛生環境維持
に関する協議

避難所における
衛生環境維持対策①

保険救護員携行の医療嚢入組品

12 避難所班・避難所応援班、避難行動要支援者対策班・保健救護班、
調達配給班・輸送班の活動 ④

保健救護班のアドバイス
を受ける避難所班

避難所における
衛生環境維持対策②

保健救護班が準備した
衛生環境維持の啓発資料

保健救護班が準備
した手指消毒剤

IP無線を活用した
情報伝達【検証】

避難所では迅速正確に計れ
るデジタル体温計が有効！

避難所では正確性を期
するため文字で伝える
メール機能と緊急時相
互通話可能な一斉通話
機能を備えたIP無線の

活用が有効！
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【良好な事項】

❶ 〈調達配給班〉物資の迅速確実な運送・授受のため、物資への張り紙（運送先・種類・数量な

どを明記）処置がなされていた。

❷ 〈輸送班〉運送先、物資の容積、避難所内への搬送要領などを事前に確認し、搬送資材（台車

等）などの準備により、物資の迅速な避難所への搬送がなされていた。

❸ 〈避難所班〉現地合流の避難所応援班に「避難所班業務マニュアル」等の手順書により、避難

所開設要領を指示して協同で作業を開始し、整斉と避難所の開設が行われていた。

❹ 〈避難所応援班〉避難所班から避難所の開設・運営の手順についての指示を受け、避難所の

開設や受領物資の集積作業等を積極的に行い、迅速な避難所の開設に貢献していた。

❺ 〈避難行動要支援者対策班〉先着の避難所班から対象者情報を入手し現状を確認、後着の保

健救護班からは、対象者の状況に応じた技術的アドバイスを受け、早期の対象者支援要領の

確立に努めていた。

❻ 〈保健救護班〉各保健師が医療嚢を携行し、先着の避難所班から体調不良者情報を確認するや

直ちに問診・応急処置を行い、避難所班に衛生環境維持に関して助言するとともに、衛生啓

発資料を掲示するなど、保健救護班の災害時即応体制の完成度の高さを感じた。

【考慮を要する事項】

❶ 〈避難所班・避難所応援班〉「避難所班業務マニュアル」等の事前資料提供・資料入手

❷ 〈統括班〉感染症予防セット（手指消毒剤・マスク・デジタル体温計）やIP無線を活用した情

報伝達機材の整備・予算の取得

避難所班・避難所応援班、避難行動要支援者対策班・保健救護班、調達配給班・輸送班の検証員報告



班長：対策本部会議で決定した「避難所応援班」の派遣
を承知→副班長を招集し「直ちに要員を選定し河原支
部への派遣を準備せよ！」との指示

班長：総合支所対策班から任務・現地集合場所等を確認
（※支部との調整は総合支所対策班が実施）→河原支部へ出
動する職員へ任務等を伝達し派遣職員を激励！

手配した公用車に乗車、安全な移動経路を選定する
とともに、予定経路上の落石などの不測の事態を考
慮し、予備経路の腹案の保持に努めることが重要！

予定経路・予備経路の腹案をお互いに確認し、直ち
に河原支部に向かい前進開始

避難所応援班
前進準備

河原対策支部
へ向かい前進
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避難所応援班派遣指示
を受けた経済班

経済班派遣職員

河原対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ①

避難所応援班
前進開始

避難所応援班派遣指示
を受けた経済班

経済班副班長

避難所応援班
の移動車両進



避難所応援班現地到着、同じく現地に到着した緊急支
援隊と合流

到着した緊急支援隊・避難所応援班は、状況の把握・
任務の確認のため、直ちに対策支部本部へ前進

対策支部本部は、到着した緊急支援隊・避難所応援
班に直ちに支部管内の全般状況及び支援要員への任
務付与を実施

緊急支援隊・避難所応援班単独で避難所開設運営させ
る場合は、避難所班本部等で事前教育が必要！
（短時間で実施する創意工夫が重要！）

現地(河原支部)
到着

対策支部本部の状況
説明・任務付与

避難所運営に係る
細部の任務付与

・ビブス
・避難所開設運営用品
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緊急支援隊と合流
対策支部本部

へ前進
対策支部本部室へ
向かう支援要員

到着した緊急支援隊・避難所応援班に全般
状況説明、任務付与をする対策支部本部

河原対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ②

緊急支援隊・避難所応援班で一つの
避難所を開設・運営の任務を付与



災害発生時、直ちに対応するためには、避難所開設・運
営用品などを一括して避難所開設要員に交付する着意
は極めて有効！（※発災初期は準備が困難なので！）

緊急支援隊・避難所応援班による避難所用物資の搬出
→移動車両への積載

緊急支援隊・避難所応援班は、指示された運営用品・
物資の積載状況を点検するとともに、避難所の場
所・移動経路を確認して移動準備を完了！

対策支部本部では、目的地までの安全な経路の選定と
落石等突発事案も考慮した予備経路を見積り、それを緊
急支援隊・避難所応援班に伝達する着意が重要！

避難所への
移動準備

要支援者リスト,避難所管理台帳,
ラジオ等の一括携行バッグ

対策支部の選
定した避難所
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避難所用物資
の搬出・積載

運営用品,物資の積載状況と移動
経路などを最終確認する支援要

避難所の位置

緊急支援隊・避難所応援班
による作業状況

河原対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ③

避難所開設・運
営用品リスト



河原対策支部では垂直避難を考慮し、校舎２階へ避難
スペースを設置

避難施設に到着後、速やかに避難所用物資を物資保管
スペースに搬入

避難所の開設作業を優先するため、搬入した避難所用
物資は物資保管スペースに仮置き

チームリーダーは、物資の仮置き後、直ちに、避難
所開設手順・優先作業事項などを明示し、避難所開設
作業に移行→作業の進捗状況の確認・指導を実施

避難所に到着

避難所開設作業

物資は物別に集積
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「河原第一小学校」
物資の避難所

への搬入

運送した物資を集積
スペースへ搬入

物資保管スペースへの仮置き作業

河原対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ④

物資の搬入作業 チームリーダーによる避難スペース・
物資保管スペース設置の手順を指示



いつ避難者が来ても対応できるように、受付の設置を
最優先して開設作業を実施（※受付による避難者数の把握
は、事後の支援活動の基礎となるため最優先！）

避難者の利便性を考慮し、案内・誘導のための処置
（張り紙の掲示等）を実施！

垂直避難の場合は、上層階への誘導のための要員配置
が重要！（※避難者の増加に伴い職員の業務所要が増大するた
め、避難者に誘導員配置の協力を依頼する等の臨機応変な対応が
必要となる！）

実際の災害対応では、対策支部本部による各避難所の
状況把握は、事後の対策処置を先行的に行うため極め
て重要！

避難者支援体制

避難者受付コーナー
の設置

緊急支援隊・避難所応援班
による状況報告→訓練終了
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避難者支援体制避難所開設作業

２階避難スペースへの
案内誘導要員の配置

開設訓練後の支部長
への報告

避難スペース
の表示

河原対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ⑤

避難スペース
への案内表示
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❶対策支部として実施した「災害応急対策」の記録は、各支部対策班の活動状況を総合的に把握するため重要であり、
それぞれの「災害応急対策」で発生した問題点・対策なども別に記録しておく着意も必要

❷対策支部の各対策班は、所属職員が災害応急対策業務上、庁舎外（災害現場）などで活動する場合は、安否確認及び
災害補償のため『職員個人の活動記録（誰が、いつ、どこで、何を） 』を残しておく着意が重要

河原対策支部
の活動状況 河原対策支部の状況把握板

避難所避難者
状況の把握

河原対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ⑥

災害応急対策の
処置事項の記録
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【良好な事項】

❶ 〈対策支部〉２９年台風第１８号、３０年7月豪雨での教訓を活かし、初動対応マニュアル

の見直しを行い、支部内の各班の体制が強化されている。

❷ 〈対策支部〉午後からの訓練開始であったが、訓練想定の８：３０大雨警報発表と同時に、想

定される対応のシミュレーションを実施。そのイメージを保ちつつ、午後からの避難所訓練

に臨まれていた。

❸ 〈対策支部〉支所内に仮の避難所を開設するのではなく、実際に河原第１小学校を避難所とし

て開設し、学校側と連携を図りながら本番を想定しての訓練としていた。（垂直避難を想定

した２階への避難スペース設置）

❹ 〈緊急支援隊〉緊急支援隊は、学校施設の状況を熟知しており、支部職員がいない状況におい

ても、的確に指示を出し、スピーディーに避難所開設を進めていた。

【考慮を要する事項】 〈緊急支援隊・避難所応援班共通〉

❶ 移動用車両や運搬の確保（車両班等との連携）

❷ 緊急支援隊及び避難所応援班の避難所開設（運営）

に関する基本的知識の習得

❸ 移動ルートの事前確認

❹ 緊急支援隊と総合支所との防災態勢の確認

河原対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の検証員報告

検証員の同行記録状況



農林班：対策本部会議で決定した「避難所応援班」の派
遣を承知→直ちに要員を選定→総合支所対策班から任
務・現地集合場所等を確認→気高支部へ応援班を派遣

到着した避難所応援班は、状況の把握・任務の確認の
ため、直ちに対策支部本部へ前進

対策支部本部は、到着した避難所応援班に直ちに支
部管内の全般状況及び支援要員への任務付与を実施

対策支部本部では、対策支部として実施した災害応
急対策・活動状況などを記録

実施した災害応急対策や職
員の活動期状況などを記録
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対策支部本部の状況
活動記録

気高対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ①

避難所応援班派遣指示
を受けた農林班

派遣要員の
調整・選定

現地(気高支部)
到着

対策支部本部室へ
向かう避難所応援班

対策支部本部の状況
説明・任務付与

到着した避難所応援班に全般状況説明、
任務付与をする対策支部本部



被害情報や住民避難状況などを地図上に記録するこ
とにより、事後の災害応急対策の先行的な考察・見積
りを容易にすることが可能となる！

対策支部本部では、目的地までの安全な経路の選定と
落石等突発事案も考慮した予備経路を見積り、それを
緊急支援隊・避難所応援班に伝達する着意が重要！

物資の払い出し・在庫管理を適正に行うための避難
所支援物資搬送指示書などの活用

避難所支援物資搬送指示書などに基づく、物資の払
い出しは、適正な物品管理（在庫管理）業務の遂行上、
極めて有効な手段
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避難所支援物資搬送指示書

対策支部本部の状況
地図による状況把握

気高対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ②

防災倉庫での
物資搬出作業

【想定避難所】
気高町総合支所

【防災倉庫】
浜村児童クラブ

被害情報・住民避難状況な
どを地図上に記録

避難所等の位置

搬送指示書に基づき避難所
支援物資を搬出



避難所応援班による避難所用物資の搬出→移動車両へ
の積載

避難施設に到着後、速やかに避難所用物資を物資保管
スペースに搬入

搬入した避難所用物資は、物資保管スペースに物別
に集積

いつ避難者が来ても対応できるように、受付の設置を
最優先して開設作業を実施（※受付による避難者数の把握
は、事後の支援活動の基礎となるため最優先！）

防災倉庫での
物資搬出作業

避難所内への
物資搬入作業

避難所開設作業

避難者受付コーナー
の設置
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避難所支援物資の
車両への積載

避難所での
物資搬入作業

避難所支援物資の搬入→物別に集積

気高対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ③

避難所支援物資の卸下
→避難所施設内へ搬入



避難所勤務職員は、避難所内に対象地区の住宅図を
設置して避難者からの聞き取りにより未避難世帯・要
配慮者情報を把握→支部本部へ報告する着意が重要！

対策支部本部は、到着した緊急支援隊に直ちに支部管
内の全般状況及び支援要員への任務付与を実施

現地避難所に到着した緊急支援隊要員に対して任務
に係る細部の業務要領などを具体的に指示する着意
が重要！

新たに到着した緊急支援隊の支援により、手狭と
なった避難所拡大のためのレイアウト変更作業
（※避難所は開設したら終わりではなく、避難所の機能の充実を図

る着意が必要！）

緊急支援隊
避難所到着

避難勧告対象地域
の避難状況の把握

避難者数の増加を見越した避難所
拡大のためのレイアウト変更
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緊急支援隊
の到着

避難所内での情
報収集整理状況

避難所拡大作業

到着した
気高支援隊

気高対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ④

避難所関連情報・
活動などの記録

到着した緊急支援隊に全般状況説明、
任務付与をする対策支部本部

到着した緊急支援隊へ避難所業務
に関する任務を付与

既設避難所の支援の任務を
付与された気高支援隊



避難所勤務職員は、避難所内に対象地区の避難行動要
支援者名簿などを設置して避難者からの聞き取りにより
未避難者を把握→支部本部へ報告する着意が重要！

対策支部本部への❶避難者数❷物資供給状況❸避難行
動要支援者を含む未避難者❹避難者等の健康状態など
の避難所情報の報告

避難所内の活動状況の他、避難者からの聞き取りによ
り掌握した避難所情報などは、必ず交代要員などにも
申し送れるよう、整理・記載しておく着意が必要！

実際の災害対応では、対策支部本部による各避難所の
状況把握は、事後の対策処置を先行的に行うため極め
て重要！

避難所受付業務

避難所における
状況把握板
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対策支部本部
への報告業務

避難所に関する活動及び情報の記録

気高対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ⑤

避難所受付での避難行動
要支援者確認作業

対策支部本部への
避難所情報の報告

開設訓練後の支部長
への報告

緊急支援隊・避難所応援班
による状況報告→訓練終了
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❶対策支部として実施した「災害応急対策」の記録は、各支部対策班の活動状況を総合的に把握するため重要であり、
それぞれの「災害応急対策」で発生した問題点・対策なども別に記録しておく着意も必要

❷対策支部の各対策班は、所属職員が災害応急対策業務上、庁舎外（災害現場）などで活動する場合は、安否確認及び
災害補償のため『職員個人の活動記録（誰が、いつ、どこで、何を） 』を残しておく着意が重要

気高対策支部
の活動状況 気高対策支部の状況把握板

気高対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の活動 ⑥

災害応急対策の
処置事項の記録
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【良好な事項】

❶ 〈対策支部〉避難所支援物資搬送指示書

❷ 〈対策支部〉対策支部・避難所に用意されていた地図（被害状況、道路の通行止め、要支援者

の自宅等の見える化）

❸ 〈対策支部〉避難所のレイアウトの工夫（更衣室、要支援者スペース）

❹ 〈対策支部〉訓練後の意見交換

【考慮を要する事項】 〈対策支部・緊急支援隊・避難所応援班共通〉

❶防災倉庫（位置の確認、台車の常備）

❷各部署への防災グッズ（懐中電灯やヘルメットなど）の設置

❸携帯電話等に充電できるもの（小型バッテリー）

❹避難所運営マニュアルの共有

気高対策支部、緊急支援隊・避難所応援班の検証員報告



【参考】「災害初動対処要領の流れ」について
災害対策本部会議

現在まで判明している事項・準備状況などの情報を共有

河川水位・土壌雨量指数警戒情報

気象台・県からの情報提供

各種災害情報の確認・分析→情報の共有

河川水位・上昇率の確認
（河川監視カメラシステム）

土壌雨量指数・スネーク曲線の確認
（土砂災害警戒情報システム）

勧告等対象地域・避難所の見積

統括部による見積（地図・ハザードマップ）

本部長協議 防災行政無線放送準備

避難勧告等文の伝達・災害応急対策の指示

統括部による本部長への見積結果の報告・仰指
避難勧告等案文の作成→本部長決裁
（案文作成システムへの入力→プリントアウト）

被害等情報（通報内容）の収集整理～統括班確認・本部長決裁～広報班確認・資料提供

対策本部会議での本部長決定事項の伝達を受けた本部員等からの指示により活動する調達配給班・輸送班、緊急支援隊、避難所応援班等の行動

避難所開設、物資輸送、,緊急支援隊・避難所応援班の派遣など
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支所管内鳥取地区 鳥取地区 支所管内

災害対策本部室

危機管理課室

統括部からの伝達
情報連絡班

調達配給班 輸送班 緊急支援隊

物資運送に関する調整

災害対策本部室：統括班

避難所応援班(鳥取地域・支所管内の避難所業務の応援：文教・経済観光・農林水産部から抽出）

避難所…

世帯数…

対象地域…

収集整理した被害等情報を提示に統括班に報告→本部長決裁→資料提供
（情報連絡班→統括班→本部長→広報班→報道機関）

統括班が確認

→本部長決裁

広報班が確認

→資料提供

鳥取地域の避難所への物資運送〈備蓄倉庫か
らの物資搬出→輸送班等による物資の運送〉

対策支部の災害応急対策支援のため緊急支援隊を派遣
〈総合支所対策班⇔対策支部で調整→移動→支部での

任務付与〉

鳥取地域・対策支部管内の避難所開設運営の応援のため避難所応援班を派遣
〈鳥取地域：避難所班での具体的な任務付与→現地へ移動・開設運営〉
〈支所管内：総合支所対策班⇔対策支部で調整→移動→支部での任務付与〉


